Ｉ．

　以下の文章のＡ〜Ｋは、それぞれ、重商主義者、スミス、リカード、マルサス、マルクス、ジェボンズ、メンガー、ワルラス、シュモラー、マーシャル、ケインズを表している。それぞれ最もあてはまるものを答えよ。

商品の価格を本質的に決めているのは何か

(イ) 限界効用である：Ａ、Ｂ、Ｃ

(ロ) 労働である。近代の発達した市場経済では、「正常な単位費用＋均等(正常)な率の利潤」になる。：Ｄ、Ｅ、Ｆ

(ハ) 供給一定の極短期では(イ)、設備可変の長期では(ロ)、その中間では両方が作用する。：Ｇ

貨幣は、成長や雇用などの実体経済に影響するか

(イ) 人々が貨幣こそ富とみなして追求するので影響する。：Ｈ(←自分でもそう思っている)、Ｉ

(ロ) 流通の媒介物にすぎないので影響しない。：Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆ、Ｇ

(ハ) 長期では(ロ)、短期では(ハ) (イ)(当日口答板書で訂正)：Ｅ

貿易政策について

(1) 保護貿易を主張した。：Ｈ、J、K

(2) 自由貿易を主張した。：Ｂ、Ｄ、Ｆ

論争

(1) 主著のかなりの部分をＨの批判にあてた。：Ｆ

(2) イギリスへの穀物輸入の自由化をめぐってＪと論争した。：Ｄ

(3) 自由貿易をイギリスの陰謀のようにみなすKと論争した。：Ｂ

(4) 「財産は盗みだ」と言ったフランスの社会主義者を批判した。：Ａ、Ｅ

II．

　リカードが自由貿易を主張した理由として、適切なものを次のうちから二つ選び、その番号を記入せよ。

(1) 貿易が活発になるとおカネがよく回り、経済が活性化するから。

(2) 自由化しないと賃金と地代が高くなって経済成長が停滞するから。

(3) すべての国の国民が、貿易することによって、享受できる財が増えるから。

(4)  国際競争にさらされることによって、生産性の上昇や新製品開拓が行われるようになるから。
III．

「限界革命」を担った論者が主張したこととして、最も適切なものを次のうちから一つ選び、その番号を記入せよ。

(1) 商品の価格は、その商品を生産するために必要な労働に比例して決まる。

(2) 商品の価格は、その商品の消費から得られる最大限の効用に比例して決まる。

(3) 商品の価格は、その商品の最終一単位の消費から得られる効用に比例して決まる。

IＶ．

　次の文章はいずれも誤りであるが、どこが誤っているのか。実線下線だけを修正する場合の適切な書き換えの文章を回答欄の左欄に、破線下線だけを修正する場合の適切な書き換えの文章を回答欄の右欄に記入せよ。

(1) リカードの比較生産費原理からの自由貿易論は、二国が互いに相手よりも生産性が優秀な財に特化して交換しあえば、互いにトクをするというものである。

(2) ワルラス法則とは、総需要が必ず総供給と等しくなるとする法則である。

(3) ケインズは、失業が起こっても貨幣賃金率が下がらないことが不完全雇用均衡の原因だとみなした。

※ IＶは問題の文意がわかりにくかったようで、すみませんでした。「破線下線部を活かし、実線下線だけを修正する場合の適切な書き換えの文章を回答欄の左欄に、実線下線部を活かし、破線下線だけを修正する場合の適切な書き換えの文章を回答欄の右欄に記入せよ。」とすればよかったと思います。
正解

I．2 5点×11

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ

	ワルラス
	メンガー
	ジェボンズ
	リカード
	マルクス
	スミス

	Ｇ
	Ｈ
	Ｉ
	Ｊ
	Ｋ

	マーシャル
	重商主義
	ケインズ
	マルサス
	シュモラー


II．2 5点×2

	(2)
	(3)


III．2 5点

	(3)


IＶ．

　例えば(イ)の場合、破線下線はスミスの絶対生産費原理の説明なので、こちらを活かして実線下線を修正するならば、実線下線部は「スミスの絶対生産費原理」と書き換えることになります。それが左欄。実線下線の「リカードの比較生産費原理」を活かして破線下線部を修正するならば、破線下線部はリカードの比較生産費原理の内容の説明に書き換えることになります。それが右欄。

　題意がわかりにくかったようなので、三問とも右欄、左欄のどちらかが正解していたら満点が取れるよう、一欄4 10点とします。（左右両欄とも正解すれば8 20点。）素点合計百点を超えた答案は百点とします。

	
	実線下線部を修正する場合
	破線下線部を修正する場合

	(イ)
	スミスの絶対生産費原理(スミスの絶対優位原理、絶対優位説等でもよい)
	自国の産業の中では比較的得意なもの(機会費用が低いもの)に特化して

	(ロ)
	セイ法則
	諸商品の超過需要の和が必ずゼロになる

	(ハ)
	新古典派
	流動性選好(何も買うものがなくても貨幣を持とうとする性質)


